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恩
師

恩
師

宮

内

徳

雄

木
村
英
一
先
生

懐
徳
堂
堂
友
会
委
員

「
宰
我
ス
デ
ニ
黄
帝
三
百
年
卜
云
サ
ヘ
モ
人
カ
ト
ア
ャ
ッ
ム
」
（
「
夢
之

代
」
無
鬼
下
）
。
山
片
蜻
桃
は
「
夢
之
代
」
初
稿
本
に
「
宰
我
の
償
」
と

題
を
付
け
た
。
宰
我
の
昼
寝
を
孔
子
が
な
じ
り
、
朽
木
・
奨
土
之
脳
に
な

ぞ
ら
れ
た
論
語
の
故
事
か
ら
こ
の
題
を
付
け
た
の
だ
が
、
章
句
師
中
井
股

軒
に
諭
さ
れ
、
「
夢
之
代
」
と
改
題
し
た
。
冒
頭
の
章
句
の
よ
う
に
、
蝠

桃
は
宰
我
の
合
理
主
義
的
批
判
姿
勢
に
共
鳴
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

履
軒
は
孔
子
に
疎
ま
れ
遂
に
謀
反
人
と
な
っ
て
師
に
恥
を
か
か
せ
た
宰
我

の
名
を
、
愛
弟
子
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
題
名
に
使
わ
せ
た
く
な
か
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
ん
な
話
を
申
し
上
げ
た
時
、
木
村
先
生
は
「
孔
子
先
生
に
と
っ
て

は
、
宰
我
も
可
愛
い
い
弟
子
の
一
人
に
違
い
な
い
の
だ
。
」
と
一
言
静
か

に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
こ
れ
は
先
生
の
孔
子
観
で
あ
る
と
同
時
に
、
御
自
身

が
数
多
の
弟
子
達
へ
抱
か
れ
て
い
る
御
真
情
の
顕
わ
れ
と
拝
察
さ
れ
た
。

時
に
文
化
大
革
命
の
真
っ
盛
り
、
中
国
以
上
に
日
本
も
孔
子
批
判
が
流
行

し
て
い
た
。
孔
子
も
人
間
で
あ
る
以
上
、
弟
子
に
対
す
る
感
情
に
好
悪
の

別
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
論
語
等
に
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
ん
な
考
え

を
持
っ
た
上
で
の
私
の
結
論
で
あ
っ
た
が
、
先
生
の
こ
の
一
言
は
教
育
を

職
と
し
て
来
た
私
に
と
っ
て
、
正
に
頂
門
の
一
針
で
あ
っ
た
。
十
年
以
上

前
の
御
言
葉
が
昨
且
―
―
口
わ
れ
た
よ
う
に
ま
だ
聞
え
て
く
る
。
践
を
成
し
て

木
村
英
一
先
生

四

集
ま
る
天
下
の
英
オ
を
薫
陶
さ
れ
て
来
た
先
生
に
と
っ
て
、
私
な
ど
は
言

語
弁
辞
に
お
い
て
ほ
到
底
宰
我
の
オ
は
無
い
に
し
て
も
、
怠
惰
不
遜
の
面

で
は
さ
し
も
宰
我
に
劣
ら
ぬ
御
迷
惑
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
ひ
そ
か
に
自

覚
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
御
言
葉
の
前
で
は
身
の
置
き
所
も
な
い
恐
縮
さ

と
、
涙
が
溢
れ
て
く
る
よ
う
な
有
り
難
さ
を
惑
じ
た
。
京
都
一
中
以
来
の

最
高
弟
で
あ
ら
れ
る
本
田
済
先
生
は
、
木
村
先
生
を
孔
子
に
擬
せ
ら
れ
た

が
、
最
末
席
の
不
肖
の
弟
子
で
あ
る
私
は
、
無
私
不
偏
の
愛
を
以
っ
て
師

道
を
貫
ぬ
か
れ
た
木
村
英
一
先
生
を
、
孔
夫
子
以
上
の
御
人
格
に
仰
ぎ
見

る
も
の
で
あ
る
。

懐
徳
堂
堂
友
会
会
長
と
し
て
の
先
生
は
、
御
健
康
を
も
犠
牲
に
さ
れ
て

会
務
に
率
先
垂
範
さ
れ
た
。
中
道
に
し
て
蒻
ぜ
ら
れ
て
一
年
、
堂
友
会
の

将
来
を
案
じ
ら
れ
た
御
遣
志
は
先
輩
委
員
諸
賢
の
御
茜
励
に
よ
っ
て
万
端

滞
り
な
く
活
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
秋
中
国
に
旅
立
つ
私
は
、
中
秋
明

月
の
夜
西
安
に
箔
く
。
彼
地
在
住
の
同
門
塘
耕
次
君
に
会
い
、
先
生
の
御

遣
影
を
満
月
に
映
し
て
一
二
人
と
な
り
た
い
。
中
国
再
遊
を
庶
幾
さ
れ
て
い

た
先
生
は
、
に
こ
や
か
に
杯
を
挙
げ
て
長
安
一
片
の
月
を
激
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
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本
誌
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「
先
生
の
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の
「
女
婿
」
は
「
緑
家
」
の
誤
記
で
し
た
。
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だ
き
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す
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